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海にすむ大きな鳥。体重は5〜6kg。
黒っぽいのは若い鳥、白いのは成鳥（白くなるのに約10年かかる）。
水中に潜ることはできない。水面に浮上したイカ・エビ・魚類を食べる。



渡り鳥。北太平洋の北の海から、秋に日本列島の南にある
無人島に帰ってきて、子育てを始める。

翼をのばした長さは 2.3m



伊豆諸島鳥島。太平洋に浮ぶ無人の火山島。
高さ 394m、直径約2.6km



最大寿命は60〜70年で、ツルよりも長生き
婚姻形態は生涯一夫一妻、死別するまで添い遂げる

長寿・夫婦円満



ひなは、半消化した液状のえさを口移しで受けとる。



4月末、羽ばたきの練習。5月に巣立つ。



アホウドリ から オキノタユウ ヘ
1976年から保護研究。41年間のつきあい（124回、2643日［7.2年］の調査）
もう、失礼な名前で呼びたくない。

アホウドリ 信天翁 阿呆鳥 阿房鳥 ---- 軽蔑した名前
捕食者のいない、安全な島で繁殖
地上で動きが鈍く、人間を恐れない。
かんたんに捕まえられた。

“馬鹿な鳥” “間抜けな鳥” “愚かな鳥”

オキノタユウ 沖の大夫 ---- 尊敬する名前
山口県長門地方の古い地方名
この地方では「大夫」は神主（神官）を意味する。

“沖の海にすむ気高い鳥”
*古来、日本では、「白」は神聖な色。











燕崎斜面のコロニー
（1979年11月）





仮説が正しいとすれば、つぎの予測がなりたつ。



草がなくなっていたコロニーにススキを植えた
（1981年と1982年の6月）。



ススキが根づいて、鳥たちは
そのあいだに巣をつくった。
（1982年11月）







予測3. 繁殖成功率の年変動の減少 的中



予測4. 繁殖成功率の地区差の減少 的中



1987年の秋に、地すべりがおこった。
そして、砂がコロニーに流れこんだ。

















従来コロニー西地区（2010年12月）



たくさんのひなが巣立つようになった
（2013年4月）

*2010年2月に泥流が下った（手前部分）



燕崎斜面に土砂が流れ落ち、泥流が営巣地の一部を浸食した（2017年11月29日）



従来コロニー西地区（2018年12月3日）





1984
51羽

1997
129羽

2006
213羽

2017
390羽第1の課題を達成



新コロニー
候補地

従来コロニー
○伊豆諸島鳥島

東西 2.7 km
南北 2.4 km
周囲 8.5 km



仮説

（1）乱獲時代に捕獲されずに生き残ったオキノタユウは、
慎重で臆病な性質をもつ個体で、人間を避ける。

（2） そのため、人間の姿があった北西斜面を避けて、人間
が近づきにくい四方を断崖に囲まれた燕崎斜面を選び、
1950年から繁殖を開始した。

（3）無人になった北西斜面にデコイを設置し、録音した音声
を再生すれば、そこに誘引されて繁殖を開始する。





1990年10月10日





スピーカーから鳴き声をながした（1993年3月）。



はじめてから12年後、ついに新コロニー形成に成功した！







今シーズン、ここで389組のつがいが産卵した（2018年12月6日）



R2=0.991

R2=0.998

R2=0.985

従来コロニーから巣立った鳥が
新コロニーに移入し、急成長。

3年後には従来コロニーに追いつく。

予測2の的中



燕崎崖上の新コロニー（2016年11月） 2004年11月に2組が産卵し、自然に確立した。
ハチジョウススキが斑状に生育しているだけ。



65.7％

57.3％

75.3％

予測3の的中



予測4の前提条件が的中。

*従来コロニー
2005-2017
66.9％



崖の中段から従来コロニーを観察
（2010年11月）





R2=0.969

R2=0.996





オキノタユウの集団生物学的特性

年生残率：成鳥＝96％、若鳥＝95％
繁殖開始年齢＝平均7歳（産卵から7年後）

性比＝雌50％（雌：雄＝1：1）
配偶様式＝生涯一夫一妻

繁殖周期＝毎年
成鳥の繁殖参加率＝80％ （一部は再婚中）
一腹卵数＝1個
繁殖成功率＝67％

*調査期間後半21年間の平均＝67.03％



総個体数の推定

成鳥＝（繁殖つがい数）×2÷0.8
若鳥＝Σ（巣立ちひな数）× 0.95i ［i=1〜6］
幼鳥＝その年の巣立ちひな数

5165
2018年5月、ついに
5000羽に到達！



8年後（2026年度）には5,000羽増えて、10,000羽に

R2=0.999

R2=0.993

R2=0.996



予測4の的中

R2=0.973 R2=0.993 R2=0.993



R2=0.996



鳥島のオキノタユウ集団

1）2018年5月 総個体数は5,165羽に、
2018年12月 繁殖つがい数は1,011組に。
ついに、ぼくの目標が達成された！

2）指数関数的成長をしていて、最近の成長率は
毎年約9%である。

これは8年で2倍になることを意味し、
これまで5,000羽増えるのに42年かかったが、
これから 5,000羽増えるのにはたった8年ですむ。
鳥島集団は完全に回復軌道に乗った！





1990-91年から2000-01年までのひな数の増加率は、毎年10.5％。もしこの増加率のままなら、
17年後の現在、ひな数は約140〜150羽、つがい数は約200組、総個体数は1000羽と推測される。






